
松田妙子エッセイ集 いつか真珠の輝き 

＜まえがきより＞ 

 松田妙子さんは多くの作品を残した漫画家です。残念ながら二〇二二年四月一二日、

急逝しました。漫画以外にも文章を発表しています。その一部がここにまとめたエッセ

イです。 

 西本千恵子（松田妙子の姉）と飛田雄一が収集整理したものです。飛田は、松田妙子

さんが『日本人的一少女』（二〇〇四年六月）を発行したとき、林伯耀さんと「松田妙

子さんの漫画の自費出版を支える会」の呼びかけ人となり普及につとめました。 

 本エッセイ集は、松田妙子さんが、親交の深かった光円寺（兵庫県神崎郡市川町）の

僧侶・後藤由美子さんからの依頼を受けて投稿したものです。二〇〇七年から二〇一五

年の作品です。漏れているものもありますが、できる限り集めました。もっと完全なものを出したいのですが、四月八日、

九日（二〇二三年）神戸学生青年センターで開催の「まつだたえこの世界展」にあわせて出版することにしました。後日、

漏れているものを追加して増補改訂版をつくりたいと願っています。みなさんのご協力をよろしくお願いします。 

 文才もあった松田妙子さんのまとまった作品となります。松田妙子さんのことをよく知っていただくために冊子として

発行します。手書きの訂正、追加があるのは、松田妙子さん自身によるものです。 

 このエッセイは、それぞれが基本的に一頁半のものです。残り半頁に別の原稿が入っていますが、関連するものもあり

ますのでそのまま収録しています。ご了解をお願いします。 二〇二三年四月三日 西本千恵子 飛田雄一 

--------------------------------------------------------------- 
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